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平
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
の
特
権
意
識
並
び
に
行
財
政
改
革
に
対
す
る
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
の
特
権
意
識
並
び
に
行
財
政
改
革
に
対
す
る
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
い
わ
ゆ
る
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
航
空
会
社
が
、
旅
客
個
人
に
対
し
て
、
搭
乗
距
離

に
応
じ
て
計
算
す
る
ポ
イ
ン
ト
数
に
基
づ
き
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
国
家
公
務
員
に
対
し
て

特
別
の
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
国
民
の
信
頼
確
保
の
観
点
か
ら
、
公
費
に
よ
り
航
空
機
に
搭
乗
し
た

際
の
マ
イ
レ
ー
ジ
の
取
得
及
び
使
用
を
自
粛
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
六
月
十
一
日
に
、
各
府
省
に
お
い
て
職
員

に
徹
底
す
る
よ
う
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
及
び
四
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

国
民
の
信
頼
確
保
の
観
点
か
ら
、
今
般
、
平
成
二
十
年
六
月
十
一
日
以
降
、
航
空
機
の
利
用
を
伴
う
公
務
の
た
め
の
旅
行

を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
に
基
づ
き
旅
費
の

支
給
を
受
け
る
と
き
は
、
航
空
機
の
利
用
の
際
の
マ
イ
レ
ー
ジ
の
取
得
及
び
使
用
を
自
粛
す
る
よ
う
、
外
務
省
職
員
に
対
し

て
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
外
務
省
と
し
て
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
一
日
以
降
の
本
邦
発
の
旅
行
に
つ
い
て
職
員
は
適
切

一



に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
二
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
九
三
号
）
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

二


